
















































































































タバコ 未成年者喫煙禁止法（明治 33 年 3 月 7 日法律第 33 号）最終改正：平成 13 年 12 月 12 日法
律第 152 号




























































年代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 未回答 総計













幼稚園 15（88.2 1（5.9） 1（5.9） 17
小学校 51（92.7） 3（5.5） 1（1.8） 55
中学校 19（73.1） 5（19.2） 1（3.8） 1（3.8） 26
中等教育学校 1（100） 1
高等学校 8（88.9） 1（11.1） 9
特別支援学校 1（100） 1
教育委員会他 3（75.0） 1（25.0） 4
夜間中学 1（100） 1
総計 98（86） 11（9.6） 1（0.9） 2（1.8） 2（1.8） 114（100）
　校種別の数は、幼稚園 17、小学校 55、中学校 26、中等教育学校 1、高等学校９、特
別支援学校 1、教育委員会他 4、夜間中学１の計 114 校であった。各校種の敷地内全面
禁煙率は、幼稚園 88.2％、小学校 92.7％、中学校 73.1％、中等教育学校 0％、高等学校







校種 実施 未実施 計画中 検討中 未回答 総計
幼稚園 1（5.9） 15（88.2） 1（5.9） 17
小学校 37（67.3） 9（16.4） 2（3.6） 3（5.5） 4（7.3） 55
中学校 18（69.2） 7（26.9） 1（3.8） 26
中等教育学校 1（100） 1
高等学校 4（44.4） 5（55.6） 9
特別支援学校 1（100） 1
教育委員会他 3（100） 1（25） 4
夜間中学 1（100） 1





校種 見た ない 未回答 総計
幼稚園 16（94.1） 1（5.9） 17
小学校 55（100） 55
中学校 10（38.5） 16（61.5） 26
中等学校 1（100） 1
高等学校 1（11.1） 8（88.9） 9
特別支援学校 1（100） 1
教育委員会他 1（25） 3（75） 4
夜間中学 1（100） 1









校種 あり なし 未回答 総計
幼稚園 16（94.1） 1（5.9） 17
小学校 5（9.1） 50（90.9） 55
中学校 11（42.3） 15（57.7） 26
中等教育学校 1（100） 1
高等学校 2（22.2） 7（77.8） 9
特別支援学校 1（100） 1
教育委員会他 1（25.0） 3（75.0） 4
夜間中学 1（100） 1










幼稚園 7（41.2） 7（41.2） 3（17.6） 17
小学校 24（43.6） 25（45.5） 4（7.3） 2（3.6） 55
中学校 11（42.3） 11（42.3） 4（15.4） 26
中等学校 1（100） 1
高等学校 4（44.4） 4（44.4） 1（11.1） 9
特別支援学校 1（100） 1
教育委員会他 3（75） 1（25） 4
夜間中学 1（100） 1







喫煙歴 依存性あり 不明 依存性なし 未回答 総計
現在喫煙者 1（100） 1
以前喫煙者 7（100） 7
喫煙歴なし 100（95.2） 1（1.0） 4（3.8） 105
（空白） 1（100） 1




喫煙歴 害あり 不明 害なし 未回答 総計
現在喫煙者 1（100） 1
以前喫煙者 7（100） 7
喫煙歴なし 100（95.2） 1（1.0） 4（3.8） 105
（空白） 1（100） 1





喫煙歴 必要 不明 不要 未回答 総計
現在喫煙者 1（100） 1
以前喫煙者 5（71.4） 1（14.3） 1（14.3） 7
喫煙歴なし 70（66.7） 21（20.0） 8（7.6） 6（5.7） 105
（空白） 1（100） 1







喫煙歴 有用 不明 害あり 未回答 総計
現在喫煙者 1（100） 1
以前喫煙者 1（14.3） 1（14.3） 5（71.4） 7
喫煙歴なし 8（7.6） 8（7.6） 83（79.0） 6（5.7） 105
（空白） 1（100） 1





喫煙歴 自己責任 不明 自己責任でない 未回答 総計
現在喫煙者 1（100） 1
以前喫煙者 5（71.4） 2（28.6） 7
喫煙歴なし 37（35.2） 24（22.9） 38（36.2） 6（5.7） 105
（空白） 1（100） 1




喫煙歴 喫煙は文化 不明 文化でない 未回答 総計
現在喫煙者 1（100） 1
以前喫煙者 7（100） 7
喫煙歴なし 6（5.7） 21（20.0） 72（68.6） 6（5.7） 105
（空白） 1（100） 1













20 歳代 16（57.1） 4（14.3） 6（21.1） 2（7.1） 28
30 歳代 14（50.0） 10（35.7） 4（14.3） 28
40 歳代 13（65.0） 5（25.0） 2（10.0） 20
50 歳代 15（44.1） 10（29.4） 7（20.6） 2（5.9） 34
60 歳代 2（66.7） 1（33.3） 3
不明 1（100） 1









20 歳代 15（53.6） 8（7） 3（2.6） 2（7.1） 28
30 歳代 21（75） 3（2.6） 4（3.5） 28
40 歳代 15（75） 2（1.8） 3（2.6） 20
50 歳代 21（61.8） 8（7） 3（2.6） 2（5.9） 34
60 歳代 3（100） 3
未回答 1（100） 1






年代 効果あり 効果なし 不明 未回答 総計
20 歳代 21（75） 3（10.7） 3（10.7） 1（3.6） 28
30 歳代 21（75） 2（7.1） 517.6） 28
40 歳代 15（75） 2（10） 3（15） 20
50 歳代 26（76.5） 2（5.9） 4（11.8） 2（5.9） 34
60 歳代 3（100） 3
未回答 1（100） 1












幼稚園 6（35.3） 7（41.2） 3（17.6） 1（5.9） 17
小学校 48（87.3） 6（10.9） 1（1.8） 　 55
中学校 18（69.2） 6（23.1） 2（7.7） 　 26
中等学校 1（100） 　 　 　 1
高等学校 6（66.7） 3（33.3） 　 　 9
特別支援学校 　 1（100） 　 　 1
教育委員会他 1（25） 3（75） 　 　 4
夜間中学 1（100） 　 　 　 1





年代 現在喫煙者 喫煙経験者 非喫煙者 総計
20 歳代 1（3.6） 2（7.1） 25（89.3） 28
30 歳代 　 2（7.1） 26（92.9） 28
40 歳代 　 　 20（100） 20
50 歳代 　 2（7.1） 32（94.1） 34
60 歳代 　 1（33.3） 2（67.2） 3
総計 1（0.9） 7（6.2） 105（92.9） 113（100）












幼稚園 15（88.2） 1（5.9） 1（5.9） 17
小学校 51（92.7） 4（7.3） 55
中学校 26（100） 26
中等学校 1（100） 1



















































えられる（93.9％）。社会も禁煙化が進んできており、平成 26 年度の JTの調査によると、
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少年の間でシンナーの乱用が流行、社会問題化する。（昭和 42 年に 2500
人くらいだった補導人員が翌 43 年には 2万人強まで増加）。一方、成人
の間では、覚せい剤の乱用が急激に増え始める。（検挙者の大半が暴力
団関係者）




















１  勤務校の校種は次のうちどれでしょうか。 
①   幼稚園     ②  小学校    ③  中学校   ④  高等学校    ⑤  特別
支援学校      ⑥  その他（                 ）
２  あなたの年齢はおいくつでしょうか。  
①   歳代     ②   歳代    ③  歳代     ④  歳代     
⑤    歳代     
３  あなたの性別をお教えください。 
①   男性    ②  女性 

Ⅰ  現在勤務されている学校園の過去３年間の実態についてお答えください。 
 １  勤務校の禁煙状況はどのようなものですか。 
①   敷地内全面禁煙     ②  指定喫煙場所がある    ③  敷地内全面禁煙を
現在検討中       ④その他（                     ）
２  あなたの学校で喫煙予防教育を現在実施していますか。 
①   はい    ② いいえ    ③ 現在計画中    ④ 現在検討中 
３  あなたの学校園で、児童・生徒が喫煙をしている場面を見かけたことはありますか。
①   ある       ②  ない（ない場合は  へお進みください） 
４  見かけた場合は、どの様に対応されましたか。 
①   注意した   ② 注意しなかった 
 注意された場合の対応方法はどのようなものでしたか。（複数回答可） 
①   その場で注意した   ②  後で注意した    ③  管理職に報告した   
④   担任に報告した    ⑤  生活指導に連絡した   ⑥  保護者に連絡した 
⑦その他（                            ）
５  児童・生徒から喫煙・禁煙についての相談を受けたことはありますか。 
①   ある  ある場合は何人くらいですか。（     ）人
②   ない 
ある場合はどのように対応されましたか。（複数回答可） 
   ①  禁煙指導を実施    ② 専門医療機関を紹介    ③ カウンセリングを
実施  ④  特に何もしなかった   ⑤  その他（               ）
６  相談内容はどのようなものですか（複数回答可） 
   ①  禁煙の方法について   ②  禁煙治療について   ③  禁煙の継続方法につ
いて  ④  喫煙の害について   ⑤その他（                 ）
Ⅱ  あなたのお考えについてお答えください。 







①  そのとおりである     ②  わからない     ③ その必要はない 
（２）関連教科の中で行うのみでよい。 
①  そのとおりである     ②  わからない     ③ その必要はない 
（３）喫煙予防教育を進めるうえで養護教諭が中心となり、積極的に実施する。 




①  そう思う    ② わからない    ③ そう思わない    







３  未成年者の喫煙は増加しているように感じる。 
①  はい       ②  どちらでもない     ③  いいえ
４  若い女性（２０歳代、３０歳代）の喫煙は増加しているように感じる。 
   ①  はい       ②  どちらでもない     ③  いいえ 
５  未成年の喫煙予防、喫煙者の禁煙推進のために、タバコ価格を大幅に引き上げること
についてどう思われますか。 
①  賛成   ②  反対    ③   その他（                  ）
６  喫煙予防教育の研修会が開催されたら受講を希望する 
①はい       ②  どちらでもない      ③  いいえ 
７  あなたご自身はタバコを吸われますか。  
①  現在喫煙者である    ②  以前吸っていたがやめた    ③非喫煙者である  
８  養護教諭にとって喫煙予防教育は、重要とお考えですか？ 

























































A Survey Study on Yogo Teachers’ Attitude toward Smoking 
Prevention Education for Children
Hiroko Isoda
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School
This study conducted the survey on attitude toward smoking prevention education of among 
teachers in charge of health education from January to August 2014. While a smoking rate decreases 
in Japan, the lowering of the age of starting smoking. Therefore, prevention education is important 
in a school to prevent from a child is inhaling the first one of tobacco. This study investigates what 
kind of idea the teacher in charge of health education itself as a school health promoter who should 
engage in smoking prevention education. The results showed that than more 90% teachers in charge 
of health education considered of an investigation that smoking prevention education is important 
for health education. The implementation is low in the school where a child's age is low. The 
percentage of school which is carrying out smoking prevention education is fewer in a kindergarten 
than in other kind of schools. This Finding should be considered as reference of the smoking 
prevention educational program creation in an elementary school in further research.
Key words : Yogo teacher, smoking prevention education, research, smoking preventive program 
schoolchild
